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　三国コカ・コーラボトリング株式会社
が県下有数の企業として大躍進を遂げた
時代に、社長、会長を務めた宮田保夫氏
（現・同社名誉顧問）にご登場いただき、
松永功会長との対談が実現しました。企
業の経営理念からビジネスマンの心構え
まで、「働く」ということの原点を見据え
ながらのお話となりました。

「絶対に日本一になる、
という気持ちで突き進みました」

会長：宮田さんが三国コカ・コーラボトリ
ングの社長として昭和58年に桶川にいら
して以来ですから、今年で27年間のお
付き合いとなります。
宮田氏：就任したばかりの私に松永会長
がご挨拶に来てくださり、当時二人で約
束しましたよね、「共に埼玉という地域経
済に貢献できるように支え合いましょう」
と。お互いそれを達成しましたね。
会長：いえいえ、我が社はまだまだで
す。三国コカ・コーラボトリングの工場

建設に携わらせていただいたりして、下
働きとして多少は貢献できたかもしれま
せんが。
宮田氏：今日は謙遜はなしですよ。一社
だけでは経済は回りません。支え合って
いくことで生まれたマネーこそが、手足
の先まで血となって巡ります。今の日本
はそこへいくと、完全に心筋梗塞を起こ
している状態ですから、これからどうなっ
ていくのかと憂鬱になります。
会長：社長時代の宮田さんのように、日
本もうまく「経営」できれば変わるでしょう
が、そうはいきませんからね。
　それにしても宮田さんにはたくさんの
ことを教わりました。三国コカ・コーラボ
トリングにいらしてすぐ、「無借金経営／
株式一部上場／売上高1000億企業」と
3つの目標を掲げて改革を始められて、
そのことに大きな感銘を受けました。
宮田氏：全国に17あるコカ・コーラボ
トリングのなかで、絶対に日本一になっ
てやるという気持ちでした。経営理念
十ヶ条を社員に突きつけて「できなけれ

ば、いつでも辞めてもらう」など、まる
でオーナー社長のごとき突き進み方でし
た（笑）。我々のようなサラリーマン社長
は得てして起業家精神に乏しい。自分の
在任する数年だけうまくやればいいとい
う発想の人が多すぎます。それでは会社
は伸びていきません。

「提案をして、仕事を切り開く
会社のみが生き残る時代」

宮田氏：社長がころころ替わることの最
たる弊害は、企業文化や社風が育ちにく
いということです。私は「企業文化＝人、
社員の質」だと思っています。その点、
松永建設はいい文化を持っておられる。
会長、社長の人間性や人格が大きく左右
しているのだと思いますが、社風が非常
に真面目ですね。堅実で、裏表がなく信
頼できる。すばらしい会社に育てられた
なと感じ入ります。
会長：宮田さんの背中を見ながら邁進し
てきたお陰です。「経営は、経験の科学

である」という宮田さんの言葉を、私は
大事にしています。過去の積み重ねがま
ずあり、それを基に展望を予測し、変え
るべきは変え、守るべきものは守り、前
進をしていく。成功する経営理念という
ものは、古今東西同じですね。
宮田氏：その経験も、幸せな経験だけ
じゃダメなのです。失敗という苦しい経
験がないと正しい舵取りをすることはで
きません。私の社長時代にも、缶コー
ヒーや自動販売機が大ブームになった
り、消費者の趣向が多品種少量に変わっ
たり、その度にニーズを読んでさまざま
な改革をしてきましたが、建設業界も変
わってきたでしょう。もう「頼まれて建て
る・造る」時代は終わりましたね。
会長：その通りです。日本には建設業者
が多すぎる上に、国家や自治体の予算は
医療・福祉へどんどん向かう。もう「公」
に頼る時代ではない。これからは「民」と
「人」です。生活と社会に密着し、提案
型で仕事を切り開く会社のみが生き残れ
る時代ですね。

（２面へ続く）

右から、
宮田保夫氏
松永  功会長
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「常にその場所での
ナンバー１になることを目標に」

会長：宮田さんは、三国コカ・コーラボ
トリング社長に就任される以前は、ずっ
と三井物産で活躍しておられましたよね。
取り引きをした商品をことごとく当てて
いった「伝説の商社マン」であられた。優
秀な働き手の資質とはどのようなものと
お考えですか？
宮田氏：どんな立場、どんな商いでも、
いつもその場のナンバー１になることを
目標に掲げてきたことは良かったのかも
しれません。常に新しい商売を開拓する
気概もありましたね。戦後の駐留米軍へ
の物資調達に始まり、当時まだ誰も日本
では手をつけていなかったパーム油の商
い、大豆やベニヤ板など、次々に挑戦し
て結果を出してきました。
会長：チャレンジ精神がとにかく旺盛で
すね。持ち前の積極性でもって挑戦を続
け、どんどん出世された。
宮田氏：いえいえ、上司に恵まれなくて
辞めようかというところまで悩んだことも
ありました。ただ、こんな私でも、誰か
がどこかで見ていてくれ、かつ認めてく
れたということでしょうか。それは幸運で
したね。

「いつも礼節を大切に。仕事の
本質は、人付き合いにあり」

宮田氏：どんな会社も、詰まるところ、
人と人が関わり合って成り立っています。
究極の話、人間関係をおろそかにして、
いい商品、いいアイディアを生み出せる
はずはありません。ですから私は、ご縁
と人付き合いをとにかく大事にしてきま
した。
　今、人間関係が壊れるのが嫌で、叱
る・怒ることのできない上司が多いでしょ
う、あれは間違っています。部下のこと
を大切に思うなら、きちんと叱るべきだ

と思いますよ。
会長：社長時代から「挨拶励行」「礼節」
について説いていらっしゃいましたが、こ
れも同じことですね。
宮田氏：そうです。挨拶のできない人間
にまともな仕事ができるはずがない、と
いうのが私の持論なのです。あとは、職
場の整理整頓や管理の励行もだいぶ口
うるさく言いました。忙しくて管理をす
る時間がないと反論する社員もいました
が、そうではない。「管理＝自分や社の
状況を把握する」ことなのですから、管
理能力なくしては、先を読むこともでき
るはずありません。

「考える力を養うことから、
新たなチャレンジが始まります」

宮田氏：松永建設では、何か重視してい
る事柄はありますか？
会長：やはり「考える力」でしょうか。新し
いことにチャレンジするにも、発想や思
考力がなければ何に挑戦していいかわか
らないですからね。
　このところの世の中の傾向を見てい
て、コンビニエンスストアの隆盛がすっ
かりスーパーを凌駕しているでしょう。今
の時代、着目すべきは利便性かと思いま
した。「すぐ買える」「幅広い品揃え」と
いうコンビニの利点を建設業界に置き換
えた場合、大手ではできない「機敏な対
応」「細やかなケア」ということになりま
すから、リフォーム／営繕事業には力を
入れています。
　そして多種多様な会社と、小さな「点」
から関係を始めて、それがいずれは大き
な「実」となるよう、ビジネスモデルを構
築しています。

「『働』は、人が動くということ。
そこには知恵があるべきです」

宮田氏：おっしゃる通り、知は何にも増し
て大切です。「働」という字は「にんべん」
に「動く」――人が動くという意味でしょ
う。つまり、人という存在が働くからに
は、必ずそこに知恵が加わるべきです。
体を動かし、汗を流し、そして知恵を使
う――この３つがそろってはじめて「働
く」意味になると私は思います。
　これは三国コカ・コーラボトリングの社
長時代に、管轄の新潟で聞いた話です
が、大手の出店に対抗した中小スーパー
のいいエピソードがあるのです。その社

変容する日本社会で、求められる精神とは？
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長は、高齢化社会を見越して老人向けに
店舗を特化させたと。嗜好を考慮した品
揃え、商品の並べ方、そしてサービス、
全てにおいて商売のウエイトを高齢者に
ターゲットに変えて大成功したそうです。
会長：なるほど。視点を変えれば十分に
大手に対抗しうると。
宮田氏：今の時代、八方美人のやり方で
は「虻蜂取らず」で終わってしまって成功
しません。ニーズを読んで何に比重を置
くかを考えること、アイディアを生むこと
――やはり、何につけ大切なのは「知恵」
ということなのでしょうね。

「勤勉や忍耐という精神性は、
日本の伝統的な長所です」

会長：歳をとると物事を憂うことが多く
なって、それもどうかと思いますが（笑）、
現在、長期低迷している日本が立ち直る
ような、いい材料はないでしょうか。
　日本は資源に乏しい国ですから、これ
までも今後も海外に目を据えていかなけ
ればいけない一方で、今の若者世代は全
く海外に興味がないそうですね。人格の
草食化という言葉もありますし、若者の
間でどんどん閉鎖性、閉塞感が強まって
きています。
宮田氏：語弊があるかもしれませんが、
私はこれは、戦後アメリカの占領政策の
ある意味「負の遺産」だと思っています。
個人主義、物質主義が我々のなかに入っ
てきて、忠孝や勤勉、忍耐といった日本
の伝統的な長所である精神性が失われて
しまったと感じています。
会長：そうですね。私も個人的に反省し
ているのですが、歴史教育が徹底してな
されてこなかったツケは大きいですね。
敗戦国という立場ゆえでしょうが、日本
は、客観的に歴史を見るということまで
放棄する形になりました。それによって、
古来からある良いものを、良いと認める
土壌が育たなくなってしまいました。

「豊か過ぎる時代だからこそ
働いて得られる歓びを」

宮田氏：そして戦後、経済が高度に成長
した結果、日本は豊か過ぎる社会、恵ま
れ過ぎた社会へと変わりましたね。こう
なった今では、どうしたって人間は勤勉
でなくなりますよ。勤勉は、日本人の美
徳だったのですが。
会長：「死に物狂い」という言葉があるよ
うに、昔はがむしゃらに働かなければ食
べられなかったですから。
宮田氏：そうです、今やその必要がないわ
けです。与えられた仕事をこなしていれ
ば、給料が入ってきて、食いはぐれる心配
もない。そんな時代だからこそ余計に、働
く歓びや、労働の使命感・達成感は必要な
のではないでしょうか。「食べるために働
く」度合いが減った今、働く意義を自分の
内に求める人だけが、前へ進めるのです。
　最後に、次世代を担う若き経営者の
方々へエールの言葉を贈りましょう。

一、必ず時代は巡る。苦しい時もあれば
良い時もある。時代に即して変わる
部分と不変の部分をバランスよく持つ
べし。しからばどんな「時」にも対応
できる。

二、積み上げてきた社の歴史や企業文化
は宝。これを大切にする。

三、ゆえに、継続性と一貫性をもって経
営すべし。これは揺るぎない信頼を
生む。

四、経営者の何よりの使命は、「利益を
上げる」ことである。

五、利益は、頑張っている社員に報いる
こと。

　この五つを心がけた経営をすれば、必
ずや企業は健全に成長するでしょう。埼玉
という地元経済の発展に寄与することに
もなります。ぜひ、頑張ってください。

▲宮田氏の米寿を祝う会にて、お祝いの言葉を
述べる松永  功会長。同会の記念冊子にも掲
載されており、お二人の深い交流を垣間見ること
ができる。



うららかな春の日差しに、太陽の恵みを実感
明日の地球へ――クリーンエネルギーが生み出す暖かな住まい ▼お孫さんたちも、張り切って節電のお手伝い

をしてくれるそうです。

太陽光発電システム  設置リポート！
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変容する日本社会で、求められる精神とは？

　前日までの花冷えの雨天続きがうそ
のように晴れ上がった、春らしい一日。
まさに絶好の「太陽光発電」日和に、加
藤孝夫様のお宅にお伺いいたしました。
　「部屋の壁に、電力モニターが見え
ますでしょう？　曇天や雨天で、売電量
より買電量が多いときはオレンジ色の
表示なのですが、今日のように晴れた
日は売電が勝りますので、青く光りま
す。それを見ていると、太陽光発電が
視覚で確認でき、楽しいものですよ」

　そう話してくださった加藤様のそばで、
小さなお孫さんも「オレンジ色のときは
ね、セツヤクしないといけないから、点
いている電気を消すんだよ〜」と、かわ
いらしく一生懸命説明をしてくれました。
　屋根に設置してあるのは、発電量が
2.88kwの太陽光受信パネル。太陽光
発電は他の電力施設と比較して、規模
の大小によって効率が低下することが
ないため、屋根の面積に応じてお好き
な規模で設置できる利点があります。

　また太陽光発電で生まれた電力は、
ご家庭の需要をまかなってなお余剰が
あるとき、売電、つまり電力会社が買
い上げる仕組みになっております。す
でに加藤様のお宅でも、本年１月の設
置から３ヶ月足らずで、金額にして１万
円ほどの売電があったと伺いました。
そのように電力会社が購入した電力は、
比較的近隣の需要地（住宅など）へ配ら
れるため、送電のコストや損失を低減
でき、さまざまな意味で環境に対する

よい影響があります。
　５年ほど前、加藤様がご自宅を建て
られた際にはオール電化を導入してい
ただいています。太陽光発電は、その
オール電化との理想的な組み合わせと
聞いて、設置に踏み切ったそうです。
　「太陽光発電を設置して、電気を生
み出すことが身近になったことで、お
天道様の恵みをこれまでのんびりと享
受してきてしまったなあ……と改めて
気づきましてね。家族揃って、エコロ
ジーに対しての興味や積極性が出てき
ました」
　加藤様がおっしゃる通り、地球環境へ
の意識の移り変わりこそが、太陽光発
電の大きな意義と言えるでしょう。

◀▲今回の太陽光発電設置より以前に、ご自宅の施工も弊社で請け負わせてい
ただいています。「工事もアフターケアも安心して任せられるので助かっています」と
ありがたいお言葉を頂戴しました。

株式会社 金子製作所
つくり手の「心」が支える、最先端の切削加工お客様の

ご紹介

　今回ご紹介する金子製作所では、光
学医療機器や航空機などの超精密部品
の切削加工を行っています。ボーイン
グ787型機といった最新鋭機のエンジ
ン部品や、翼胴フェアリング（翼と胴体
の接合部分に用いられ、空気抵抗を減
らすためにかぶせられるカバー状のも
の）を、大きなジュラルミンの塊から切
削したり、その一方で、内視鏡の先端
部に使われる米粒大の部品を加工した
りと、精緻な加工を量産化できる希少
な企業として、業界内でも一目置かれ
る存在です。
　その金子製作所が昨年秋、さいたま
市から「テクニカルブランド企業」に認
証されました。テクニカルブランド企業
とは、独創性・革新性に優れた研究開
発型企業に与えられる称号です。航空
機部品には新規参入企業も多いなか、

金子製作所においては30年近くも同
分野を手がけ続けてきた実績も大きく
評価されたのではないかと、金子社長
は見ています。
　「ものづくり、特に航空機や医療関
係といった人の命に関わる分野では、
絶対に失敗やごまかしが許されません。
ですから、正直で真摯であること──
これを何より大切にと、常に心がけて
います」
　そして、一定のクオリティで満足す
るのではなく、「まだ、先がある」と突
き詰めていく──それが製品の質を高
め、ひいては発注者の気持ちに応える
ことになる、と熱意を込めて語ります。
ものづくりに対するこうした姿勢も、テ
クニカルブランド企業認定の鍵となった
に違いありません。
　金子社長のこうした「気持ち」へのこ

【住所】 〒339-0072　埼玉県さいたま市岩槻区古ヶ場1-3-13金子製作所へのお問い合わせは TEL :048-794-8111 まで▶▶▶

▼切削加工機が並ぶ工場内観。大きな金属塊を切削し
ていく様子は大迫力。

◀金子製作所は、経済産業省・中小企業庁による「2007年  
元気なモノ作り中小企業300社」にも選出されている。
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だわりは、弊社が建設を請け負った工
場にも現れています。通常はグレーや
グリーンといった色合いが多い工場の
床を、清潔を心がけるため、あえて汚
れがわかりやすい白色へ。切削加工区
域とコンピュータなどの作業区域との
間を壁ではなくガラス張りにして、「心
の風通し」を図る──これらは、働く人
の気持ちが通い合う会社を、という金
子社長の思いから実現しています。
　「そこで松永建設として必要となる
のは、具現化するための創造性や、定

番・定型を打ち破る発想の切り替えと
いうこともあり、勉強になることこの上
なかったです」と青木淳一グループリー
ダーは振り返ります。また、金子社長
の気持ちに応えられたことに感極まっ
たのではないでしょうか、竣工後の打
ち上げの席で、現場監督の弊社建築
部・東正行主任の目からは、光るもの
があふれて止まらなかったといいます。
　ものづくりは気持ちから──。大切
なことを改めて教えていただく機会と
なった訪問でありました。

◀
さ
い
た
ま
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
つ
な
が
竜
ヌ
ゥ
」が
、
金
子

製
作
所
の
手
で
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン

製
の
粋
な
姿
に
大
変
身
！　

複
雑
な
切
削
加
工
に
よ
っ
て
作

ら
れ
て
い
る
。



April 2010

わかりやすさを追求した「事業が見える」パンフレット８種を制作いたしました！
松永建設グループの事業紹介パンフレットが完成！事業

最前線

　ついに、自転車用の「ローラー台」を
購入しました。ローラー台とは、自転車
の後輪を台にセットして、実際に道を
走らずとも屋内でトレーニングできる、
回転ローラー付きの台座です。今、我
が家のベランダにはローラー台と自転
車が鎮座しております。いえ、もちろん
「置いている」だけではなく、仕事を終
えた深夜に、ペダルを漕ぎ、ローラー
を回しています。
　それはなぜか？……以前にも自転車
のことはこのコラムに書きましたが、私

はその後も自転車に魅せられておりま
す。車に乗っていたら見ることがない
風景、頬に当たる爽快な風、そして肉
体を使っていることを実感できる心地
よい汗と歓び。そうしたもの全てに、
私はすっかり虜になってしまいました。
　疲れた身体にムチを打って、ローラー
台でペダルを回す意味はただひとつ。
「目指せ、富士山！」です。毎年6月に
行われる、富士山を自転車で登るイベ
ント「Mt.富士ヒルクライム」に出場しよ
うと思っているのです。

　標高1,000m強にある富士北麓公
園からスタートし、5合目のゴールま
で、全長24kmを走ります。一見距
離は短いように見えますが、標高差約
1,270mを、ペダルを回して、ひたす
らに登っていきます。そのとき、果た
して自分は、足を止めずに登り続けら
れるのか？　くじけそうになる心に勝っ

てゴールすることができるのか？　登っ
ているとき、そして登りきったときに見
えるのは、どのような風景なのか？
　仕事も自転車も、目標を見据えて走
り続けることが大切。そして、経験し
てみて初めてわかることもたくさんあ
ります。自分に課した目標をクリアする
ため、力強く前へ進み続けます！

コラム
社
長
の

目標はただひとつ。
「目指せ、日本一の山！」
思い描いてペダルを回す

　去る3月27日、主に地主の皆様方の
情報交換・相互交流の場としてお役立
ていただいている「松永建設グループ
友の会」の会員の方々をお招きして、春
の交流イベントを開催いたしました。
　総勢60名を超える皆様にご参加い
ただき、まずは岩槻と浦和美園で完成
間近の「ABオービット」の現場へ。4月
24日・25日に見学会を開催予定の鉄
筋コンクリート賃貸住宅マンションを、

土地の有効活用事例として皆様に見て
いただきました。その後向かった先は、
「変わりゆく街──東京」。話題の新
旧タワーなどを見学しつつ、去りし日と
開けゆく未来を想う小旅行です。
　ちょうどこの時期、東京タワーの高
さを追い抜こうとしていた墨田区にあ
る東京スカイツリーへは、屋形船でそ
の真下を訪れ、高さを実感。その後、
高層建築の象徴であった東京タワーの

春のイベントは、ABオービットの現場から新旧東京タワーへ。
多くの方にご参加いただき、ありがとうございました！

展望台へ。今と昔の建物が混在一体と
なった、東京の街並みを一望しました。
　見事な晴天にも恵まれ、参加者の皆
さまから口々に「楽しかった」という感想
を頂戴したのはうれしい限りです。次
回の開催も楽しみにお待ちください！

　「鉄筋コンクリート賃貸マンション」による
土地活用のご提案です。松永建設グルー
プとしてのメリットを活かし、安定収入を生
み出すシステムを構築しました。

　自社で運営している介護施設『うらら岩
槻』で築いた実績をもとに、常に時代の
ニーズを先行して捉えながら、運営ノウハ
ウまでを一貫してご提案します。

　ABホームは、オール電化や高気密高断
熱などの仕様が整った、耐震等級３相当の
完全注文住宅です。ご家族が安心して暮ら
すことができる住宅をご提案します。

　工場や倉庫、スポーツ施設などの大空
間施設をトータルプロデュース。特殊施設
にも対応しています。また、60m無柱工
法により自在の空間利用が可能です。
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　老朽化していく建物には、適切なメンテ
ナンスとリニューアルが必要となります。末
永く安全に建物を利用できるよう、診断と
補修を複合的にサポートします。

　建物のさまざまな「困った！」に即対応しま
す。工場、病院から一般住宅まで、365
日24時間態勢で駆けつけ、補修作業を行
う建物の救急救命士集団です。
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　ご自宅や職場の安全性はもうお確かめで
すか？　大地震による建物損壊を防ぎ、尊
い人命を守るための耐震補強工事を承りま
す。ぜひご相談ください。

　特殊工事・土木工事を、自社保有の機
械／骨材と技術でハイコストパフォーマン
スに実現。最新の工法を用い、環境に徹
底的に配慮した工事を行います。

耐
震
補
強
工
事
事
業

環
境
土
木
事
業

※各パンフレットのご請求・お問い合せは、営業本部  担当：大関（TEL：048-798-1923）までご連絡ください。
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